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このコーナーでは、これから研究を目指す海外の日本語
の先生方のために、日本語学・日本語教育の研究につい
て情報をおとどけしています。今回のテーマは「流行と
日本語教育」です。

 流行語と日本語教育

　海外在住の日本語学習者で、最新の日本事情を知
る一つの手段として流行語に関心を持つ方が少なく
ないと聞きます。実際、日本の現代事情や文化を紹
介する授業で流行語を取りあげるのは、一つの有効
な方法かもしれません。流行語と日本語教育は直接
的に結びつく必須の関係にあるとは言えませんが、
上級以上の授業の中で、流行語が出てきたときの対
応として、流行語をどうとらえるかといったことを
述べたいと思います。

 流行語は世相を表す

　新語はそれ以前にはなかった語ですから判定が容
易で、現代用語集の年次版に載っています。しかし、
ある語が流行語かどうかの認定は難しい問題です。
多くの人が知っていてよく使う、目立つ語、耳に残
る語といったことが一応の基準ですが、お墨付きが
与えられるわけでもありません。自由国民社の「日
本新語・流行語大賞」や「電通　消費者情報トレン
ドボックス　広告景気年表」が一つの目安になるで
しょう。しかし、流行語かどうかの認定よりも、あ
る語がどのような背景で使われているかを知ること
の方が大切です。
　流行語は、ある時期、政治・経済・社会・文化・芸能
などの分野で使われるようになった言葉が、広い地
域で多くの人々に一定期間、使われたものです。こ
のような言葉はそのときどきの世相を表しています。
　「ま、いっか」「だよねー」は流行する以前からご
く普通に使われていましたが、阪神淡路大震災と地
下鉄サリン事件が起きた 1995 年に、和製ラップの
タイトルと歌詞として使われて一躍流行語になりま
した。安全神話が崩れたこととこの言葉の流行には
不釣り合いな共存という世相を見ることができます。
　平成大不況は回復の兆しが見えません。「首切り」
「解雇」と呼ばれていたことが、1993 年ごろから盛
んに「リストラ」と言われるようになり、現在に至っ

ています。しかし、この言葉の陰には、リストラさ
れた人や、その家族がいます。言葉に注目するとと
もに、関係する人々のことも考えてみる必要があり
ます。流行語は単なる言葉の問題にとどまりません。
　古い話ですが、1932 年の経済不況によって農漁
村に 20 万人の「欠食児童」が出ていると発表され
ました。これを契機に、学校給食が実施されるよ
うになりました。この言葉は、筆者が小学生だった
1950年代後半から60年代前半のころ、母がよく使っ
ていました。流行語でなくなってからも庶民の間で
は普通に使われていたものと思われます。食べたく
ても食べられない子どもがいたのです。飽食の時代
の現代では死語ですが、言葉の背景と切り離すこと
はできません。
　1988 年の流行語だった「フリーター」は 2001 年
度の『国民生活白書』で「高卒無業者とフリーター
の増加」というコラムを設けるほど増えました。文
部科学省も 2003 年 6 月に「キャリア教育総合計画
の推進」の中で、「より高度な知識を習得したいフ
リーターへの支援」「就きたい職業・やりたい職業
を見つけたいフリーターへの支援」などを打ち出し
ています。もはや、流行語扱いができない深刻な事
態です。
　このように、流行語には、流行が終り、現象も
なくなると使われなくなるものもあれば、一般語に
なって国語辞典に登録されて使われ続けるものもあ
ります。単に言葉だけの問題にとどまらず、それが
流行した、あるいは発生したときの世相及びその中
で生きていた人々と関連づけて理解するべきものだ
と思われます。

 言葉の背景的知識の教育

　日本語教育で語彙指導が行われます。そこではも
ちろん語彙的意味が説明されるのでしょうが、言葉
には使われてきた歴史的背景を強く帯びているもの
があります。流行語はまさにそれです。こういう言
葉を、特に上級レベルで指導するときには、世相と
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いった歴史的背景の知識も盛り込むと有効です。
　日本語教師は幅広い知識を身につけていることが
理想ですが、流行語というとどこか軽く浮ついたも
のだという先入観を持っている人も少なくないので
はないでしょうか。しかし、ビデオ教材や生の読解
教材を使うときには流行語が多かれ少なかれ出てき
ます。流行語だと意識されなくなった言葉もあるで
しょう。ここで語彙的意味だけを教えたのでは教育
効果としては不十分だと言わざるをえません。背景
的知識も導入することになります。すると、単なる
語彙指導から日本事情的な展開になることも予想さ
れます。

 流行語とジェンダー

　日本国際教育協会（AIEJ）のホームページに「平
成 15 年度 日本語教育能力検定試験実施要項に基づ
く公開用問題」があります。その中に、こんな問題
がありました。
　「『ＯＬ』は若い女性事務員を指す和製英語である。
この『ＯＬ』という言葉はいつ頃から使われるよう
になったか。次の１～５の中から一つ選べ。
　１ 1940 年代　　 ２ 1950 年代　　 ３ 1960 年代
　４ 1970 年代　　 ５ 1980 年代
　正解は「３」です。なぜこんな問題が出題された
のか、日本語教育能力とどんな関係があるのか、と
少し疑問に感じました。しかし、「出題のねらい」
を見ると、これは「ジェンダー表現」の問いの一つ
で、「ジェンダー表現に対する知識や言語感覚を問
うとともに、ある種のジェンダー表現の時代背景に
ついても問う問題」だとのことです。「ＯＬ」とい
う語を「ジェンダー表現の時代背景」においてとら
えようというものだったのです。単に 1960 年代の
用語であるとして片づけてしまえません。流行語と
ジェンダー問題が直接的に結びつく例は多くありま
せんが、言葉とジェンダーは今日的な重要な問題で、
日本語教育でも避けて通ることはできません。

 流行語の調査

　ところで、「ＯＬ」という語の由来や出現時期を
知るにはどうしたらよいでしょう。
　新語や流行語の辞典や書物を調べるか、インター
ネットの検索エンジンで検索する方法があります。
辞典や書物が簡単には手に入らない海外在住の日本
語学習者や日本語教師の方々にはインターネット検
索が有効です。
　「ＯＬ」は『週刊女性自身』（光文社）1963 年 11
月 25 日号で、それまでの「ＢＧ」に代わって初め
て使われました。「ＢＧ」に、売春婦という意味も
あることが問題になり、東京オリンピックを翌年に
控えて、世界各国から人を招くのにふさわしくない
という空気がありました。ＮＨＫが 63 年９月に「Ｂ

Ｇ」を放送禁止用語にしたこと、それに呼応するよ
うに『週刊女性自身』が新しい用語を募集し、一番
支持の多かった「ＯＬ」を採用することに決めて、
11 月 25 日号で発表したというのがいきさつです。
　この「ＯＬ」は誕生して今年で 40 年になり、国
語辞典にも登録されてすっかり一般語になっていま
すが、作られた当時は、あこがれだったそれまでの
丸の内のＢＧに代わってＯＬが若い女性のあこがれ
の的になりました。
　しかし、40 年も経過するうちに、ＯＬの社会的な
位置づけや周辺的な語義も変質して、先に紹介した
ジェンダーの問題としても扱われるようになったの
です。

 流行語の研究

　流行語を研究対象とすると、すでに述べたように、
世相との関係が大切になります。一般語はいわば空
気のような存在で、世相との関係は直接的には出て
きません。しかし、流行語及びそこから一般語になっ
たものは、世相との関係を視野に入れて理解する必
要があります。世相はとらえにくいものですが、そ
の中で人々が暮らしていますので、流行語と世相と
人々との相関関係をとらえてみるのは意義のあるこ
とです。
　人とのかかわりを視野に入れると、微視的ですが、
理解が深まると思われます。普通は巨視的な観点か
ら研究するのですが、流行語を使う人と使わない人、
知っている人と知らない人、同じ世相の中に暮らし
ていても流行語との距離の取り方が人によって違い
ます。筆者としては、単なる一過性の言葉という視
点でなく、具体的な人とのかかわりにおいて流行語
をとらえることが必要だと常々考えています。
　かつて、「流行語と若者ことば」（『国文学』）、「流
行語に見る今の世相」（『日本語学』）を書いていま
すので、お読みいただけると幸いです。

● 『国文学』１９９７年１２月号　特集　流行語（学燈社）

●  『日本語学』２００２年１１月号　特集　経済・世相・こと

ば（明治書院）

●  米川明彦（２００２）『明治・大正・昭和の新語・流行語辞典』

（三省堂）

● インターネットの検索エンジン

　 http://goo.ne.jp/ や http://www.google.co.jp/

● 日本新語・流行語大賞

　 http://www.jiyu.co.jp/gendai/shingo/shingo.html

● 広告景気年表

　 http://www.dentsu.co.jp/trendbox/adnenpyo/

● 日本国際教育協会 http://www.aiej.or.jp/
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